
講 師：中 森 勉氏 
    金沢工業大学建築学部教授 

 

日 時：令和元年７月14日(日)  
    午前10:00～11:30 

会 場：小松市公会堂４階 大会議室 

受講料：無料（事前申込不要） 

     

「小松市の農家建築」 
～小松の農家からみた石川県の農家建築の特徴～ 

 

                  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 243号 

令和元年 6 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

６月はいよいよ梅雨入りですが，ジューンブライドで華やかな季節でもあります。近頃，シンプルな婚礼が

流行りますが，かつては加賀藩の伝統の名残で，盛大に行われました。結婚後の｢おうぼう｣もこの地域は丁寧

で，中元・歳暮，祭礼の赤飯，節句餅など四季を通じて贈られる｢おうぼう｣は数え切れないほどです。親戚，

近所との付き合いの大切さを心に留めてほしいとの願いが込められているのでしょう。 

 ７月明けすぐには氷室饅頭。そろそろ準備をしておきましょう!! 

第89回 市史講座 
 

 大杉町の下里家が，登録文化財に指定されたことに

ちなみ，当市の農家建築に注目し，その講座を開く。 

 山間部と平野部における農家建築の違いや，年代に

よって異なる建築様式を紹介する。以下にその特徴を

簡単に記す。 

当市の農家建築の間取りは，間口いっぱいにニワと

称する土間空間と，中央部にはオエと呼ばれる広間を

配す。オエには囲炉裏が設けられ，上部を吹き抜けに

し，丸太材の梁組みが通る。オエの奥は座敷(ブツマ)

と寝間(ナンド)を２列にして設ける，いわゆる田の字

型の座敷空間とする。 

登録文化財「下里家」仏間 

平野部の大規模農家「土用下家」 

平野部と山間部では間取りの構成に若干の差異が見られ，それは農家の生業，水稲農家か林業農家かの

違いである。水稲農家は平野部に，林業農家は山間部に分布し，どの農家も建築規模が大きい。林業主体

の農家は副業も行い，大杉では下里家が該当する。下里家は質の高い家作で，殊に仏教空間は格式が高く，

坊主が坐する場所は一段高く畳床が造られ(写真)，信仰心の篤さが設えに反映されている。 

平野部の大規模農家は数多く存在し，河田地区の土用下家(写真)，小島地区の源家は，質の高さや規模

においても目を見張る農家建築である。この他，織物工場を隣接する農家など特徴ある農家が見られる。 
 

     ☆ 上記を豆知識に，また，『新修 小松市史 建築編』もご覧になってご受講ください。 



＜事務局６月の活動予定＞ 

・６月 ２日(日) 通史(近世)部会 

・６月 16日(日) 考古部会 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

＜６月のカレンダー＞ 開室時間  10：00～17：00（火～金） ／ ９：00～17：00（土）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊     は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

                  １ 
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大杉谷村国民学校廃合整理ニ関スル意見開申 

＜事務局５月の活動状況＞ 

・５月 ２日(木) 京町曳山聞取り調査 

・５月 ３日(金) 大文字町曳山聞取り調査 

・５月 ９日(木) 北海道開拓関係資料調査 

・５月 10日(金) 俳額調査 

・５月 10・15日 災害関係資料調査(消防本部) 

・５月 11・12日 曳山子供歌舞伎現地調査 

・５月 18・26日 赤瀬町町有文書資料調査 

・５月 19日(日) 近現代関係資料調査 

・５月 23日(木) 近現代部会 

・５月 24日(金) 財政資料調査 

・５月 25日(土) 興部町史調査 

『近現代編』，『通史編』の発刊に向けて，未整理の文書資料の調査を始めています。中でも亀渕家文書には

大杉村の関係資料が多く，貴重な資料が含まれています。この資料は，亀渕迪氏(筑波大学名誉教授)のご寄贈

によるもので，亀渕家は大杉では代々続く名家です。祖父亀次郎に至っては，村長を歴任し，能美郡町村会

の重鎮で，産業界でも大きな功績を残し，藍綬褒章を受章しています。その一方で，文芸に通じ，詩歌にも

長け，今江村の金戸雙石とも交流があり，漢詩を多く残しています。ことの外，学校の新設，合併には自ら

主唱し，尽力しました。特に大杉谷村にあった上大杉と下大杉両校の合併には困難を極め，その解決に向け

議論を闘わしたことが資料に残されています(下記資料)。 

博物館にも資料が寄贈されていますが，大杉村村御印や火薬を製造したことのわかる木札(鑑札)など，近世

の歴史を物語る貴重な文献ばかりです。大杉村関係では，先の頁で紹介しました下里家からも，農地，林業

関係の文書資料が寄贈されており，その調査も含めて，未だ見ぬ大杉谷村の全容を明らかにし，『通史編』で

紹介していきたいです。 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

